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緒言 
食べることは生きるために欠かせないだけでなく、食を充実することで栄養状態、社会、心

理面の状況改善につながるということもいわれている。「健康日本 21」の “栄養･食生活”の

分野においても、日々の栄養や食生活が人々の健康において重要な役割を占めていることが考

えられる。高齢化の進展にともない地域における一人暮らし高齢者の数も増加している。高齢

者の食生活におけるサポートを考えるためにも、まずは地域高齢者の食の実態を把握し、そこ

から食に関する問題やニーズを見い出すことが必要であると考えた。 
Ⅰ．先行研究 

先行研究から、高齢者がいつまでも健康に、自分の力で食事を楽しむためには、食事内容だ

けでなく食に関わる環境や自身の食行動なども大きく関わるといえる。しかし、高齢者の栄養

状態に関する研究は、その多くが個別の食品摂取との関連についてである。また食行動と食品

摂取について、食品摂取の多様性についての研究はあるが、食行動を詳細にみたうえで、さら

に食品摂取の多様性と栄養状態の指標であるバイオマーカー等との関係をみたものについて

はほとんどみられない。 
Ⅱ．研究の目的 
 本研究では、地域在宅高齢者の食行動を中心に食の実態と課題を把握し、地域在宅高齢者に

おける食行動が栄養状態に与える影響を明らかにした上で、男女それぞれに対する食のサポー

トのあり方を考えることを目的とした。このことは、高齢者の食生活における自立のための具

体的な支援法を考える手立てとなり得ることが期待される。 
Ⅲ．調査対象・方法 
対象者は、2008 年の群馬県草津町の高齢者向け健診「にっこり健診」を受診した 666 人の

うち、本分析に用いた調査項目において全てのデータが測定できた 599 人（男性 251 人、女性

348 人）である。期間は 2008 年 7 月 1 日（火）～7 月 5 日（土）、会場は群馬県草津町総合保

健福祉センターである。調べた項目は、性、年齢、家族構成、生活機能、Body Mass Index、
血液検査値（血清アルブミン値）、食行動、及び食品摂取頻度である。食品摂取の多様性の指

標には熊谷ら（2003）による食品摂取の多様性得点を使用した。 
分析方法は、まず地域高齢者の食の実態を把握するために、性、年齢、家族構成、食行動と

各食品摂取頻度との関係にはχ２検定を、食品摂取の多様性得点の平均点の比較にはノンパラ

メトリック検定（2群間の比較には Mann-Whitney の U 検定、多群間の比較には Kruskal Wallis

検定）を行った。次に食行動と栄養状態との関連を調べるために、栄養状態の客観的指標とし

て血清アルブミン値を従属変数に用い、性、年齢、生活機能、家族構成、BMI、食行動、食品

摂取の多様性得点を独立変数とする重回帰分析を行った。 
Ⅳ．結果 
平均年齢は 73±6.2 歳、家族構成は男性では配偶者との二人暮らしが多く、女性では三世代

以上同居が多かった。共食率は男性は女性よりも有意に高かった。食事づくり担当では、男性

は食事づくりを担当しない人が、女性は担当する人が多かったが男性一人暮らしの場合は約

90％が食事づくりを担当していた。また、女性は生活機能が低く年齢が高いほど食事づくりを
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担当しない傾向がみられた。食品摂取頻度では、女性は男性よりも乳製品、緑黄色野菜、果物

の摂取頻度が有意に高かった。また一人暮らしの摂取頻度が有意に低かった食品は、男性では

いも類、女性では魚介類と油脂類であった。一人暮らしの中では、男性は女性より乳製品、い

も類、果物の摂取頻度が有意に低かった。食品摂取の多様性得点は、女性は男性よりも有意に

高く、男女とも一人暮らしは低い傾向がみられた。また、男性の中では食事づくりを担当しな

い人のほうが、女性の中では担当する人のほうがそれぞれ高かった。 
重回帰分析の結果、アルブミンは年齢の影響が大きく、年齢が高いとアルブミンが有意に低

かった。また、男性の一人暮らしでは食品摂取の多様性得点が高いとアルブミンが有意に高か

ったが、女性や男性の一人暮らし以外ではこの関係がみられなかった。食行動と栄養状態の間

には直接的な関係があまりみられなかった。 
Ⅴ．考察 
今回の結果から、一人暮らしの食における問題がいくつか推測された。男性は調理方法が限

られたり調理が面倒であることなどが原因で、女性よりも多様性スコアが低いと考えられる。

一方、女性は生活機能の低下するレベルにより食事の準備が困難になることが予想される。男

性に対しては調理スキルへのサポートが、女性に対しては買い物や使いやすい調理器具へのサ

ポートが重要だと考えられる。 
今回、食行動と栄養状態の間には直接的な関係があまりみられなかった。家族構成と食行動

は密接に関係しており、一人暮らしの場合は本人が調理せざるを得ないことや一人で食事せざ

るを得ないことなどから、食行動と栄養状態（血液検査値）が直接結びつかなかったことも考

えられる。対象者が特定地域の集団であり、草津町の健診受診者は偏った集団であるために差

が出にくかったことなども考えられる。調査対象者が偏った集団であったことや横断的な研究

であったことからも、別の集団についての分析や縦断的な研究により検討していくことが必要

であると思われる。 
Ⅵ．まとめ 

本研究では、共食の有無や食事づくり担当、食品摂取などは家族構成の影響を受けやすいこ

とが明らかになったが、高齢者の食行動と栄養状態の直接的な関係は明らかにできなかった。

しかし、地域高齢者の食の実態を把握することが食のサポートのあり方を考える手立てとなっ

た。今後は一人暮らし高齢者の特徴をふまえ、男性に対しては料理教室等を通じて具体的な食

材の調理方法を教えるサービスを、一方女性に対しては調理するために必要な食材配達等のサ

ービスを充実させたきめ細やかなサポートを含めた地域での事業の展開が望まれる。 
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